
国
会
事
項

人
事
異
動

令和年月日 火曜日 第号官 報
〇
外
務
省
告
示
第
二
百
七
十
一
号

令
和
八
年
七
月
三
十
日
に
ダ
マ
ス
カ
ス
で
、
シ
リ
ア
・

ア
ラ
ブ
共
和
国
に
お
け
る
統
合
的
都
市
復
興
及
び
持
続
可

能
な
固
形
廃
棄
物
管
理
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次

の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
国
際
連
合
と
の
間
に
行
わ
れ

た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

統
合
的
都
市
復
興
及
び
持

続
可
能
な
固
形
廃
棄
物
管
理
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に

必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

十
五
億
二
千
百
万
円

３

署
名
者

日

本

側

辻
昭
弘
在
シ
リ
ア
臨
時
代
理
大
使

国
際
連
合
側

パ
ト
リ
ッ
ク
・
カ
ナ
ガ
シ
ン
ガ
ム
国
際

連
合
人
間
居
住
計
画
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

局
長

令
和
八
年
九
月
一
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
七
十
二
号

令
和
八
年
八
月
五
日
に
ダ
マ
ス
カ
ス
で
、
シ
リ
ア
・
ア

ラ
ブ
共
和
国
内
の
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
食
糧
援
助
に
関

す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
世
界
食
糧
計
画
と
の
間

に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

食
糧
援
助
規
約
に
関
連
し

て
行
わ
れ
る
食
糧
援
助
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生

産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

三
億
円

３

署
名
者

日

本

側

辻
昭
弘
在
シ
リ
ア
臨
時
代
理
大
使

世
界
食
糧
計
画
側

マ
リ
ア
ン
ヌ
・
ワ
ー
ド
在
シ
リ
ア

事
務
所
代
表

令
和
八
年
九
月
一
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
七
十
三
号

令
和
八
年
七
月
二
十
八
日
に
カ
ト
マ
ン
ズ
で
、
人
材
育

成
奨
学
計
画
の
た
め
の
贈
与
等
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書

簡
の
交
換
が
ネ
パ
ー
ル
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

人
材
育
成
奨
学
計
画
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
役
務
の
購
入

２

贈
与
等
の
限
度
額

四
億
千
万
円

３

贈
与
等
の
供
与
期
限

令
和
十
六
年
十
二
月
三
十
一

日
４

署
名
者

日

本

側

前
田
徹
在
ネ
パ
ー
ル
大
使

ネ
パ
ー
ル
側

ガ
ン
シ
ャ
ム
・
ウ
パ
デ
ィ
ヤ
財
務
省
次

官

令
和
八
年
九
月
一
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
一
号

水
先
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
水
先
人
の
免
許
を
与
え
た

の
で
、
水
先
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
運
輸
省
令
・
経
済
安
定
本
部
令
第
一
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告

示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

免
許
番
号

氏

名

本
籍
の
都

道
府
県
名

免

許

年

月

日

水
先
区
の
名
称

第
二
五
一
九
号

西
田

峰
史

和
歌
山
県

令
和
八
年
八
月
十
七
日

七
尾
水
先
区

第
二
五
二
〇
号

濱
中

健
吾

東
京
都

令
和
八
年
八
月
十
七
日

七
尾
水
先
区

第
二
五
二
一
号

山
田

孝
之

神
奈
川
県

令
和
八
年
八
月
十
七
日

小
名
浜
水
先
区

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

自
由
ヶ
丘
川

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
五
号
ま

で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
五
号
を
令
和
三

年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
六
十
二
号
で
指
定
し
た
土

地
の
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の

区
域

山
口
県
防
府
市
大
字
大
崎

字
自
由
ケ
丘
四
丁
目

一
〇
二
七
六
番

二
一
七
四

一
号
及
び
二

号

一
〇
二
七
六
番

一
六
三
二

三
号

一
〇
二
七
六
番

二
一
七
五

四
号
及
び
五

号

国
立
国
会
図
書
館

〇
国
立
国
会
図
書
館
告
示
第
一
号

複
写
料
金
に
関
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
九
月
一
日

国
立
国
会
図
書
館
長

倉
田

敬
子

複
写
料
金
に
関
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

複
写
料
金
に
関
す
る
件
（
昭
和
六
十
一
年
国
立
国
会
図

書
館
告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
項
の
表
電
子
式
複
写
に
よ
る
印
画
の
項
中
「
二
十

六
円
」
を
「
三
十
円
」
に
、「
四
十
三
円
」
を
「
五
十
円
」

に
、「
百
四
十
円
」
を
「
百
六
十
二
円
」
に
、「
百
十
六
円
」

を
「
百
二
十
円
」
に
改
め
、
同
表
機
械
可
読
資
料
等
の
印

刷
出
力
に
よ
る
印
画
の
項
中
「
三
十
三
円
」
を
「
三
十
九

円
」
に
、「
四
十
五
円
」
を
「
五
十
三
円
」
に
改
め
、
同
表

マ
イ
ク
ロ
資
料
か
ら
の
電
子
式
引
伸
印
画
の
項
中
「
百
十

円
」
を
「
百
四
十
三
円
」
に
、「
百
四
十
円
」
を
「
百
八
十

円
」
に
改
め
、
同
表
撮
影
し
た
画
像
の
印
刷
出
力
に
よ
る

印
画
の
項
中
「
百
七
十
円
」
を「
二
百
二
十
一
円
」に
、「
百

九
十
六
円
」
を
「
二
百
四
十
四
円
」
に
改
め
、
同
表
撮
影

し
た
画
像
を
記
録
し
た
光
デ
ィ
ス
ク
の
作
成
の
項
中
「
六

百
九
十
五
円
」
を
「
九
百
四
円
」
に
、「
百
六
十
五
円
」
を

「
二
百
十
五
円
」
に
改
め
、
同
表
撮
影
し
た
画
像
を
複
製

し
た
光
デ
ィ
ス
ク
の
作
成
の
項
中
「
五
百
三
十
円
」を「
六

百
八
十
九
円
」
に
改
め
、
同
表
ス
キ
ャ
ナ
で
読
み
取
り
又

は
撮
影
し
た
画
像
の
電
磁
的
記
録
の
作
成
の
項
中
「
七
十

六
円
」
を
「
八
十
四
円
」
に
、「
百
六
円
」
を「
百
十
五
円
」

に
、「
百
六
十
円
」
を
「
二
百
八
円
」
に
改
め
、
同
表
電
子

情
報
を
複
製
し
た
電
磁
的
記
録
の
作
成
の
項
中
「
五
十
七

円
」
を
「
六
十
二
円
」
に
改
め
る
。

第
二
項
中
「
十
四
円
」
を
「
十
八
円
」
に
改
め
る
。

第
三
項
中
「
百
八
十
五
円
」
を
「
百
八
十
九
円
」
に
改

め
る
。

第
五
項
第
一
号
中
「
三
百
五
十
円
」
を「
三
百
八
十
円
」

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
四
百
八
十
円
」
を
「
五
百
八

十
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
複
写
料
金
に
関
す
る
件

の
規
定
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
以
後
に
申
込
み
を
受

理
し
た
複
写
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
申
込
み
を

受
理
し
た
複
写
に
つ
い
て
は
、な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

小
野
寺

優

村
松

俊
亮

納
本
制
度
審
議
会
委
員
の
委
嘱
を
解
く
（
各
通
）

山
本

憲
央

林

真
司

納
本
制
度
審
議
会
委
員
を
委
嘱
す
る
（
各
通
）（
以
上
九
月

一
日
）

消
費
者
庁

（
内
閣
府
大
臣
官
房
）
内
閣
府
事
務

官

室
伏

陽
貴

消
費
者
庁
消
費
者
政
策
課
長
に
転
任
さ
せ
る

（
消
費
者
庁
消
費
者
政
策
課
長
）
同

鮎
澤

良
史

内
閣
府
に
出
向
さ
せ
る
（
以
上
九
月
一
日
）

防

衛

省

（
防
衛
大
学
校
副
校
長
）
防
衛
事
務

官

久
澤

洋

大
臣
官
房
付
に
転
任
さ
せ
る

退
職
を
承
認
す
る

（
翌
日
付

国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
へ
）

（
防
衛
政
策
局
運
用
基
盤
課
長
）
防

衛
書
記
官

勝
谷

大
輔

退
職
を
承
認
す
る

（
翌
日
付

海
上
保
安
庁
へ
）（
以
上
七
月
三
十
日
）

（
大
臣
官
房
付
（
併
）
防
衛
大
学
校

付
）
防
衛
事
務
官

茂
木

陽

防
衛
大
学
校
付
の
併
任
を
解
除
す
る

防
衛
大
学
校
副
校
長
に
転
任
さ
せ
る

（
大
臣
官
房
監
査
課
長
）
防
衛
書
記

官

松
山

理
然

防
衛
事
務
官
（
大
臣
官
房
付
）
に
転
任
さ
せ
る

内
閣
府
へ
出
向
さ
せ
る
（
併
任
）

辞
令

（
調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁

資
料
課
長
）
国
立
国
会
図
書
館
調

査
員

小
坂

昌

主
任
調
査
員
を
命
ず
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
を
命
ず
る

（
調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査

室
付
主
任
調
査
員
）
同

阿
部

泰

調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
課
長
を
命
ず
る
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